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１ 研究のねらい 

 本校では多様な問題を抱えている生徒が多く，小・中学校時代に不登校を経験した生徒や中途

退学者，発達障害などのために特別な支援を必要とする生徒，外国につながる生徒などが在籍し

ている。基礎学力や基本的な学習習慣が身に付いていない生徒に対し，前回の学習内容を再確認

しながら授業を進め、次回へとつなげていくことが重要だと考えている。 

本研究では，つながりを持たせるためにどのようにＩＣＴを用いると効果的なのかを模索するこ

とが目的である。 

 

２ 実践した内容 

 第２章第２節「細胞と遺伝子の働き」の内容で授業実践を行った。前回までに遺伝子とは何

か，タンパク質合成のしかたなどについて学んでいる。前回の内容についてまとめのスライドを p

pt で前に出し、スライドと前回のプリントを見ながら復習問題を解かせた。その後，本時の内容

へと移行するが，その際にゲノムと非遺伝子領域の内容に触れた。その後細胞の全能性と分化に

ついて説明し，ガードンの実験について理解させた。これを医療等に応用することができるので

はないかという内容までを本時に行った。次回はなぜそれが医療等に応用されなかったのかを考

えさせ、ｉＰＳ細胞の有用性について考える。また、クローン技術やオーダーメイド医療等につ

いても触れていく。 

 ＩＣＴの活用方法としては，ＰＰＴを用いた投影のみであった。ＤＮＡのような小さく目に見

えない物質を取り扱う際にはよく利用するが，前回の復習問題のときにもＤＮＡの構造やタンパ

ク質合成の流れを図として写しておく。その後はなるべく言葉を聞いて理解することや簡単なイ

ラストや文字を書くことも大切にしながら授業を行った。次回の授業で生徒に考えさせるために

はきちんと理解することが必要になるため，ガードンの実験については再びＰＰＴを用いて説明

を行った。 

 

３ 実践中および実践後の生徒の変容 

 既習事項の確認を行ってから本時の内容に入った事でスムーズに本時の内容へ移行することが

できた。自分の意見を書いたり発言したりすることが苦手な生徒が多い中，自分の体のことや医

療のことになるとじっくりと考える姿が見られた。 

 授業の進め方としては今まで通り（ＩＣＴが導入される前）の授業と同様であるが，その中で

ポイントだけを絞ってＩＣＴを活用することで授業にメリハリができ，生徒の理解も深まったと

感じた。 

   

４ 研究のまとめ 

 今回の目的はＩＣＴ機器の効果的な活用のしかただが，復習や次へのつながりを大切にするこ

とがぶれないようにすることが大前提である。ＩＣＴを意識しすぎることでそこが薄くなってし

まう場面も見られた。今回の授業案の中ではそのようなことは見られなかったが，今後もＩＣＴ

にとらわれすぎず，授業を行っていくうえでの一つのツールに過ぎないことを念頭に置かなけれ

ばならない。ＩＣＴを使うことは生徒の理解にとって非常に有用であるが，生徒が文字やイラス

トを書いて理解を深めたりまとめたりすることも重要であるため，使用するバランスを考えてい

かなければならないと感じた。 

 前回の復習問題や考察に関して，タブレットを用いてＭｅｔａｍｏｊｉやＦｏｒｍｓ等を活用

していくことも考えたが，実行することはできなかった。本校生徒にタブレットを用いての授業

を行うにはタブレットを使うための練習の時間を多くとらなければならないと感じるほどタブレ

ットの扱いに不慣れであるため，今後どのように導入していくのかは継続的に考えていかなけれ

ばならない。  



 

５ 実践した授業の単元計画と学習指導案 

 

① 単元の指導と評価の計画 

時 主な学習活動など 
重
点 

記
録 

評価規準・評価方法 

１ 

タンパク質が生体内で遺伝情報か

ら合成されることを知る。タンパ

ク質の構造を理解する。 

知 〇 

評価規準：アミノ酸の種類とタンパク質の構造につい

て正しく理解しているか。（記録分析） 

・発言、机間巡視、プリント提出 

２ 

タンパク質合成の流れを理解する

とともに4種類の塩基が20種類の

アミノ酸，10万類のタンパク質に

なることを理解する。 

知 〇 

評価規準：タンパク質合成の流れを図と言葉で説明で

きるか。（記録分析） 

・発言、机間巡視、プリント提出 

３ 

転写と翻訳について，ＤＮＡの塩

基配列がタンパク質に代わる過程

について理解し，ＲＮＡの塩基配

列が書けるようになる。またコド

ン表を読み取り，アミノ酸配列を

決定できるようになる。 

思  

評価規準：ＤＮＡの相補的な塩基配列からＲＮＡの塩
基配列を書き，コドン表からアミノ酸配列
が書けるか。（行動観察） 

・発言、机間巡視、プリント提出 

④ 

遺伝子の発現と細胞の分化，全能

性について理解する。 

ガードンの実験から，人工的に全

能性を持った細胞が作られること

を知る。 

態 〇 

評価規準：細胞の分化と全能性について理解し，ガー

ドンの実験から医療へのつながりを考える

ことができたか。（記述分析） 
・発言、机間巡視、プリント提出 

５ 

ｉＰＳ細胞の有用性について考え

ることができるようになる 

ゲノムを利用してできることを考

え，知ることができる。 

思  

評価規準：ｉＰＳ細胞の有用性について考え，ゲノム

を利用してできることを考えることができ

たか。（行動観察） 
・発言、机間巡視、プリント提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 学習指導案 

科 目 生物基礎 使用教材 改訂 新生物基礎（第一学習社） 

指導クラス ３年次Ｄ組 単 元 遺伝子の働き 

クラス観 

・全体的に活発な生徒が多く，発問に対して返答がある。 

・自分で考えることが苦手で答えを待つ生徒が多い。 

・基礎学力が定着しておらず，中学理科に関する知識がほとんどない生徒もいる。 

本時の主題 
「遺伝子の発現」「ゲノム」について理解する。 

本時の位置 ４／５ 

本時の目標 ガードンの実験は人にも応用できるのか。 

評価の観点 
細胞の分化と全能性について理解し，ガードンの実験から医療へのつながりを考えるこ

とができたか。【主体的に学習に取り組む態度】 

本 時 の 展 開 

過程 学習内容 教師の働きかけ 学習活動 

（生徒の活動） 

評価の観点 

（具体の評価規準） 

評価方法や 

指導上の留意点 

導 

入 

 

10

分 

前回の復習

問題を解く 

 

 問題を解く 

興味を持つ 

 プリント 

机間巡視 

展 

開 

 

30

分 

遺伝子の発現

と細胞の分化

について。 

 

 

ゲノムについ

て。 

 

 

ガードンの実

験について。 

分化した細胞にもす

べての遺伝情報が入

っていることを説明

する。 

 

同じ遺伝情報でも中

身には個人差がある

ことを説明する。 

 

分化した細胞も未受

精卵を用いることで

全能性を持つことが

できるようになるこ

とを説明する。 

分化した細胞はスペ

シャリストになって

いるだけであること

を理解する。 

 

すべての遺伝情報に

は個人差があること

を理解する。 

 

 

実験の手順を理解し

，分化した細胞は初

期化されることを理

解する。 

 

 

 

「細胞の分化と全能

性」「ゲノム」 

「ガードンの実験」

について理解したか 

【主体的に学習に
取り組む態度】 

プリント 

机間巡視 

ま 
と
め 

10
分 

ガードンの

実験を利用

できないか

考える 

ガードンの実験を

人に応用すること

ができないか考え

させる。 

どのように人に応用

できるか考える。 

応用のしかたについ

て考えたか【主体的
に学習に取り組む
態度】 

プリント 

発現 

机間巡視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


